
織
強
化
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
だ
。

　
視
察
中
、
突
然
、
無
線
か
ら
東
京
湾

に
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
が
浮
い
て
い
る
と
い

う
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
一
気
に
基
地

内
に
緊
張
感
が
走
る
。「
通
報
が
あ
っ

た
ら
速
や
か
に
出
動
す
る
。
常
に
万
全

の
体
制
で
臨
め
る
よ
う
、日
々
の
訓
練
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
」と
宮
下
悟
基
地
長
が
説
明
す
る
。

　
続
い
て
「
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部

羽
田
航
空
基
地
」
へ
。
い
ち
早
く
現
場

に
到
着
す
る
た
め
、
海
上
保
安
官
は
航

空
機
も
使
用
す
る
。「
機
材
の
点
検
は

ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
行
っ
て
い
る

か
」「
足
り
な
い
部
品
の
補
充
は
誰
が

管
理
し
て
い
る
の
か
」。
次
々
と
質
問

を
投
げ
掛
け
る
研
修
員
た
ち
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
沿
岸
警
備
隊
の
パ
ブ
ロ
・
ゴ
ン
ザ

レ
ス
さ
ん
は
「
い
か
な
る
時
も
言
い
訳

が
で
き
な
い
仕
事
。
日
本
の
規
律
、
誇

り
、
技
術
を
見
習
い
た
い
」
と
話
し
て

特集 海上保安
世界の海を守る

い
た
。

　
こ
の
研
修
で
特
徴
的
な
の
は
、
日
本

の
海
上
保
安
官
３
人
が
補
助
講
師
と
い

う
立
場
で
、
研
修
員
と
す
べ
て
の
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
。
日
本
と
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
海
上
保
安
官
が
〝
共
に
〞
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
だ
。「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

で
体
制
も
重
視
す
る
項
目
も
違
う
。
そ

の
情
報
を
共
有
し
合
え
る
の
は
意
義
深

い
」
と
、
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部

の
馬
場
典
夫
海
洋
情
報
監
理
課
長
は

話
す
。

　
海
の
安
全
を
守
る
縁
の
下
の
仕
事
。

そ
れ
が
も
う
一
つ
の
研
修
先
、
東
京
・

立
川
市
に
あ
る
「
海
上
保
安
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
」
だ
。
灯
台
な
ど
の
航
行
援

助
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
潜
水
士
が
装
備

す
る
機
材
の
開
発
、
海
洋
汚
染
物
質
の

分
析
、
船
員
手
帳
な
ど
の
偽
造
・
変
造

の
鑑
定
…
。試
験
研
究
部
門
を
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
海
上
保
安
の
仕

事
を
支
え
て
い
る
。

　
羽
田
か
ら
立
川
に
移
動
し
て
き
た
研

修
員
た
ち
は
、
ま
ず
は
〝
海
の
公
害
〞

の
検
査
部
門
を
見
学
。
海
の
汚
染
の
大

半
を
占
め
る
の
が
、
船
か
ら
流
出
す
る

燃
料
油
な
ど
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
海

上
に
浮
遊
す
る
油
の
採
集
方
法
、
油
処

理
剤
の
安
全
性
の
判
断
に
活
用
す
る
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

説
明
を
受
け
る
研
修
員
た
ち
。Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
、
ま
だ
ま
だ
普
及
が
進

ん
で
い
な
い
分
野
。
自
国
に
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
ち
帰
る
べ
く
、
全
員
が
熱
心

に
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
「
立
川
広
域
防

災
基
地
」
の
一
角
に
あ
り
、
災
害
発
生

時
に
は
、
警
察
、
消
防
、
海
保
、
自
衛

　
２
０
１
２
年
11
月
下
旬
の
東
京
―
。

冬
の
始
ま
り
を
告
げ
る
か
の
よ
う
に
、

朝
か
ら
冷
た
い
風
が
吹
く
。
頭
上
に
広

が
る
の
は
真
っ
青
な
空
。
１
機
、
２
機

と
、航
空
機
が
雲
の
中
に
消
え
て
い
く
。

　
こ
の
日
の
研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
羽

田
空
港
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
「
第
三
管

区
海
上
保
安
本
部
羽
田
特
殊
救
難
基

地
」。
こ
こ
に
は
、
日
本
の
海
上
保
安

官
の
中
で
も
、
高
度
な
救
難
技
術
を
有

す
る
精
鋭
た
ち
が
集
結
。
昨
年
夏
に
公

開
さ
れ
た
映
画
『
海
猿
』
の
最
新
作
の

舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
五
感
を
使
っ
て
、
日
本
の
海
上
保
安

官
か
ら
す
べ
て
を
吸
収
し
た
い
―
。
今

回
の
研
修
に
集
っ
た
の
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
５
カ
国
の

海
上
保
安
機
関
の
幹
部
た
ち
。
日
本
の

海
上
保
安
の
現
場
を
回
り
、
自
国
の
組

海
上
保
安
を

試
験
研
究
部
門
で
支
え
る

隊
な
ど
と
即
時
に
連
携
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
お
け
る

セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
、
研
修
員
た
ち
は
「
大
災
害
の
時
に

は
組
織
間
の
連
携
が
カ
ギ
と
な
る
。
同

じ
敷
地
内
に
い
れ
ば
情
報
共
有
も
し
や

す
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
た
。

　
１
カ
月
か
け
て
、
呉
市
や
舞
鶴
市
の

教
育
施
設
、
横
浜
市
の
海
上
保
安
基
地

な
ど
も
視
察
し
た
研
修
員
た
ち
。
同
じ

釜
の
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
日
夜
、
議
論

を
交
わ
し
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
海
上

保
安
組
織
は
、
今
ま
さ
に
成
長
の
過
程

に
あ
り
ま
す
。
勢
い
の
あ
る
彼
ら
と
時

間
を
共
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ

て
も
学
び
が
多
い
」
と
、
こ
の
研
修
の

企
画
・
運
営
を
担
当
し
た
海
上
保
安
庁

の
遠
山
純
司
さ
ん
は
話
す
。

　
苦
し
い
、
疲
れ
た
、
も
う
や
め
た
、

で
は
人
の
命
は
救
え
な
い
―
。こ
れ
は
、

羽
田
特
殊
救
難
基
地
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。

そ
れ
を
体
現
す
る
か
の
ご
と
く
、
日
本

の
、
世
界
の
海
の
安
全
を
守
る
た
め
、

海
上
保
安
官
た
ち
は
厳
し
い
訓
練
を
積

み
重
ね
て
い
る
。「
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

一
人
一
人
の
士
気
の
高
さ
が
素
晴
ら
し

い
。
こ
の
気
風
を
自
分
た
ち
の
組
織
に

も
持
ち
込
み
た
い
」
と
、
マ
レ
ー
シ
ア

海
上
法
令
執
行
庁
の
ヌ
ル
ル
・
ザ
カ
リ

ア
さ
ん
は
意
気
込
む
。

　
広
大
な
海
を
共
に
守
っ
て
い
く
―
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
を
通
じ
て
一
つ
に
な

っ
た
そ
の
思
い
が
、
海
を
超
え
て
、
さ

ら
に
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

近
年
、著
し
い
成
長
を
遂
げ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）。

そ
の
国
々
の
海
上
保
安
官
は
、ア
ジ
ア
の
海
を
守
る〝
仲
間
〞だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
彼
ら
が
共
に
学
び
、理
解
を
深
め
合
え
る
よ
う
、

日
本
で
研
修
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

羽田航空基地の増田尚道・基地長とマレーシア海上法令執行庁のザカリアさん

ア セ ア ン

from ASEAN

灯台のレンズの修理方法についても細かく解説。灯台は海
の道しるべだ

研修で一堂に会したASEANと日本の
海上保安官。広島、京都、横浜、東京
を回り、海上保安関連施設を視察した

羽田特殊救難基地での研
修。設立の歴史や体制など
について講義を受け、施設
や機材を視察した

立川の海上保安試験研究センターでは、海上に浮遊する
油の検査方法について学んだ

共
に
学
び
、

共
に
進
む
た
め
に

日
本
と
A
S
E
A
N
の

合
同
研
修
を
実
施

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

カンボジア
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